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夢や希望がなくても大丈夫 
   安心して好きに自由に生きれば良い 
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世間では夢や希望を持ちましょうと良く言われます。確かに、それらがあれば良いことに決まっていま

す。でも、世の中には、心身の状態や生活環境が良くない人などは、夢や希望などと言っている場合

ではない人がいます。 
ドイツのアウシュビッツに収容された人達は死を覚悟して夢や希望などはありませんでした。しかし、

その中で生残った人達の考え方の特徴を調査すると、“家族に会いたい”、“お世話になった人にお

礼をしたい”など、未来の夢や希望を持っていたことが知られています。やはり、夢や希望は、未来の

道を作る生きる原動力になるようです。 
それでは、夢や希望がないという人にはどうすれば良いでしょうか。 
 
自分の現状を受け止めることから始めることです。苦しい現状なら、苦しい現状を見つめて受け入れ

るのです。そして、苦しい現状の中で生きるという覚悟を決める。覚悟を決めたら、苦しい現状に対し

て不平不満愚痴は一切なしです。 
今生きている自分を見つめて下さい。呼吸をしている、心臓が動いている。一生懸命に生きている自

分に気が付いて下さい。そんな自分をすごいと励ましてあげて下さい。 
自分を生かしてくれている空気、水、食べ物などに感謝して下さい。 
自分が生きているのは、自分の力だけでなく、お世話になった人がいて、自分の周りの力もあって生

きています。 
夢や希望を持つためには、一生懸命な自分を好きになり、自分を生かしてくれている人や自然に感

謝することによって、生まれます。自分を好きになるためには、周囲と比較せず、自分が好きなことを

自由にやることです。夢や希望がないからこそ、それに縛られずに自由にやれるのです。人には好き

なことや得意なことが必ずあります。安心して進んでいれば、夢と希望を持てるようになるのです。 


